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話し声は抑揚や声質、リズムによって雰囲気が大きく変化します。系列変換モデルを用い、音声の
様々な変動要素を柔軟かつ高品質に変換・生成する技術の研究です。例えば、ユーザーが望んだ人
の音声に自動変換したり、聞き取りやすい母語話者の発音とリズムに変換することが可能です。

従来の音声変換技術の研究では声質の変換のみに着目したものが多かったのですが、本技術では
声質だけでなく抑揚やリズムも自動変換することが可能です。また、機械的に感じる合成音声の波形
を心地よく聞き取りやすい音声へと直接変換する深層学習アプローチを世界で初めて実現しました。

本技術を用いることで、既存の音声変換で実現し得なかった高品質な音声変換が可能になります。今
後は、感情音声変換や非母語話者の聞き取りにくい音声を母語話者風の音声に変換する研究、発声
障がい者支援への応用などを行い、多様で表情豊かな音声変換技術の実現を目指しています。

声と話し方を好みのスタイルに変える

～系列変換モデルに基づく声質と韻律の同時変換～

Voice and prosody conversion with Sequence-to-sequence model
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音声の特徴量変換 [1]

（抑揚や声質、リズム）
入力音声 変換音声 波形ポストフィルタ [2] 出力音声

声の特徴を変換
※合成音っぽい音声 肉声らしい音声！

音声の特徴量変換 [1] 音声デモは
こちら→

（例：声を別の人の声に変換する、英語の発音をネイティブ風に変換する）

波形ポストフィルタ [2] 音声デモは
こちら→

（例：音声を高音質化する）

• 各符号器、復号器と注意機構を学習

• 符号器復号器モデルを用いることにより

1. 異なる長さの入力音声と目標音声とを
一つのモデルで処理することが可能

2. その結果、声質だけでなく
リズムも変換することが可能に！

• 注意機構を用いることにより

1. 入力音声のどの部分を考慮して
音声特徴量を予測するべきかを
判断することが可能

2. その結果、長期的な依存関係を
考慮でき、韻律も変換可能に！
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入力音声の
文脈情報を抽出

入力音声の文脈情報を
目標音声の長さに時間伸縮

時間伸縮された入力音声の文脈情報と
自身の過去の出力をもとに
次フレームの音声特徴量を予想

と一致するように
モデルを学習

予測誤差を最小化
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次フレームの音声特徴量を予想するために自身の出力を利用

• 合成と自然音声の間の変換関数𝐺, 𝐹を学習

• 循環型モデルを用いることにより

1. 合成音声と自然音声の
パラレルデータが不要

2. 音声波形を再構成する際に
位相情報まで考慮することが可能

• 敵対的生成モデルを用いることにより、
クリアな音質の音声を生成可能
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𝐹(𝐲)が𝐷に合成音声と
識別されるよう𝐹を学習

ො𝐱が元通りになる
よう𝐺, 𝐹を学習

ො𝐲が元通りになる
よう𝐺, 𝐹を学習

再構成誤差を最小化

再構成誤差を最小化

𝐺(𝐱)が𝐷に自然音声と
識別されるよう𝐺を学習

識別誤差を最小化
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